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2018 年 4 月 10 日 

千葉エコ・エネルギー株式会社 

千葉エコ・エネルギー株式会社 千葉市緑区に大規模ソーラーシェアリング設備

竣工 

～ 千葉大発ベンチャー、千葉市緑区大木戸町で次世代農業に挑戦！ 

「大木戸アグリ・エナジープロジェクト」始動！ ～ 

 

 

日本全国での自然エネルギーによる地域活性化事業を手がける千葉エコ・エ

ネルギー株式会社(本社：千葉市稲毛区、代表取締役：馬上 丈司、以下 千葉エ

コ・エネルギー)は、このほど、千葉市緑区大木戸町において専用架台を採用し

た大規模ソーラーシェアリング（営農型太陽光発電）設備を竣工いたしました。 

 

▼千葉市大木戸アグリ・エナジー１号機 

http://www.chiba-eco.co.jp/service/performance/ 

http://www.sola-share.jp/3153/ 

 

■ソーラーシェアリングとは 

 農林水産省が 2013 年から認めている農地において太陽光発電と農業を両立

させる取組で、政府の未来投資戦略でもその普及促進が明確に位置づけられる

など、新たな再生可能エネルギー導入のモデルとして注目されています。再生

可能エネルギーの固定価格買取制度（FIT）を活用することで、太陽光発電事業

の収益を農業の支援・継続へと活用することができるため、農地をエネルギー

生産地にする次世代農業モデルとしても期待されています。 

 このモデルを体現するために、本事業を契機に千葉エコ・エネルギーは農業

への参入を果たし、本ソーラーシェアリング設備下での「にんにく」の栽培に

携わります。 

 

■今回の事業実現にいたるまで 

 これまで自然エネルギーによる地域活性化業務を行う中で、2017 年 3 月には

千葉県匝瑳市で竣工した匝瑳メガソーラーシェアリング第一発電所の事業化に

関わり、大規模ソーラーシェアリングにおける事業スキーム構築やファイナン

スの経験を得ました。その傍らで、農業者の減少、耕作放棄地の拡大、地域の

過疎化、食の安全性など、今の日本が抱える農業問題の現状を目の当たりにし

てきたことで、企業として農業参入を決意しました。 

 農業の参入にあたっては、農業分野で幅広い業務を手掛け、行政からの受託

事業を行うなどの実績もある、株式会社マイファーム（本社：京都府京都市、

代表取締役：西辻一真）からの農業経営指導を受けています。また本発電設備

の事業資金は城南信用金庫より融資を受けています。 

http://www.chiba-eco.co.jp/service/performance/
http://www.sola-share.jp/3153/
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■なぜ「にんにく」なのか 

栽培作物に選定した「にんにく」は、国内市場の約 59.4％が輸入に頼ってい

る（※）現状があります。農産物の国内自給率の向上のほかに、本事業では以

下の 4 つの理由から作物選定を行いました。 

①市場のニーズがあり、加工も視野に入れたときに高収益化が見込みやすい 

②市場や周辺農家のバランスを崩さない作物 

③管理の手間が容易であり、機械化による省力化も可能 

④発電設備の下でも比較的安定した栽培ができる可能性が高い 

 

■今後の展開 

 農業人口の減少や高齢者向け健康志向食品のニーズの拡大などを見据えて、

発電事業による収益を農業の高収益化や省力化のための設備投資、農業人材へ

の教育投資など農業のスタートアップのための推進力として活用します。また、

国内で大きく注目されつつあるソーラーシェアリングが全国で 1,000 件程度し

か普及していない背景に、発電事業と農業の両立を図るためのノウハウを持っ

た事業者が少ないことが挙げられます。本事業の開発過程や今後の設備下での

自社農業で得られる知見を用い、未稼働案件の事業化サポートだけでなく、既

稼働のソーラーシェアリング設備下での営農サポートや、千葉県を中心とした

関東圏内での自社農場の展開を進めます。 

アグリ・エナジープロジェクトの中で、自然エネルギーを活用した次世代農

業に関する基礎研究農場としても本事業を活用し、脱 FIT 時代に向けた農業に

おける自然エネルギー自家消費モデルの構築を目指します。 

 

※出典：農林水産省「農林水産物輸出入統計」より 2017 年のにんにくの輸入量[A]は 20,916,921kg、農

林水産省「農林水産物輸出入統計」より 2017 年のにんにくの国内出荷量[B]は 14,300,000kg であるこ

とから、輸入率は[A]÷（[A]+[B]）より約 59.4％。 

 

■会社概要 

商号   ： 千葉エコ・エネルギー株式会社 

代表者  ： 代表取締役 馬上 丈司 

所在地  ： 〒263-0022 千葉県千葉市稲毛区弥生町 2-15 

西千葉浪花ビル３F 

設立   ： 2012 年 10 月 

事業内容 ： 自然エネルギー事業化支援, 自社発電事業, 農業 

資本金  ： 1,000 万円 

URL     ： http://www. chiba-eco.co.jp/ 
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■設備概要 

設備名称  ：千葉市大木戸アグリ・エナジー１号機 

設置場所  ：千葉県千葉市緑区大木戸町 

定格出力  ：625kW 

発電出力  ：777.15kWp 

モジュール  ：トリナ・ソーラー社製 TSM-PD05 275W 

モジュール設置枚数 ：2,826 枚 

耕作面積  ：約 10,000 平方メートル 

耕作者   ：千葉エコ・エネルギー株式会社 

施工会社  ：株式会社ビル技研 

連系日   ：2018 年 3 月 27 日 

 

 

千葉市大木戸アグリ・エナジー１号機 現地写真 

■本件に関するお問い合わせ先 

企業名  ：千葉エコ・エネルギー株式会社 

担当者名 ：中村 浩俊 

TEL  ：070-4109-5538 

Email  ：hirotoshi_nakamura@chiba-eco.co.jp 


